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超小型面実装外形ですから，簡単に実験できません．

実際の機器設計においては各メーカと相談のうえ，評

価基板で実験して決定するのがよいでしょう．

● LTC3561とは

LTC3561はリニアテクノロジー製の同期整流降圧

型コンバータICで，メイン・スイッチとしてPチャ

ネル・パワーMOSFET（オン抵抗0.11Ω），同期整流

器としてNチャネル・パワーMOSFET（オン抵抗0.11

Ω）を内蔵し，ピーク電流定格は両者とも1.4 Apkです．

スイッチング周波数は外部同期が可能で，最大

4 MHzまで設定できます．外付け部品は，出力電圧

を設定する抵抗，小型で安価なインダクタとセラミッ

ク・チップ・コンデンサ（MLCC；Multi － Layer

Ceramic Capacitor）だけで，小型/高性能な電源が簡

単に製作できます．

入力電圧範囲は2.63～5.5 V，出力電圧は0.8～5 V

の範囲で調整可能です．

電池動作を考慮し，入力電圧が低下したときにPチ

ャネル・パワーMOSFETを連続的にONします

（100％デューティ・サイクル）．無負荷時の消費電流

はわずか240μAで，シャットダウン時の消費電流は

1μA以下です．

● 実験回路

実験は，評価基板「LTC3561EDD」を用いて行い

ました．LTC3561は，3×3 mmの8ピンDFNパッケ

ージ（裏面放熱パッド付き）に収められているため，専

用基板がないと動作チェックができません．評価基板

は写真16－1に示すように，51×51 mmと大きくな

っていますが，部品実装部分は10×13 mmと小さく

なっています．

図16－1に出力電圧1.5 Vの降圧型コンバータ回路

を示します．出力電圧はRfb1，Rfb3により設定可能で，

スイッチング周波数はRsetにより設定可能です．

最高スイッチング周波数4MHzの
同期整流降圧型コンバータLTC3561

前回は同期整流回路の実験を行い，ダイオードを使

用する場合に比べて高効率になることを確認しました．

今回は，簡単に設計/製作できる実用的な同期整流回

路を紹介します．

取り上げるコンバータは降圧型，昇圧型と昇降圧型

ですが，いずれも高効率であり，低損失の特長を生か

してコンパクトなサイズにまとめられています．紹介

する昇圧型コンバータは，起動入力電圧が0.5 V，動

作入力電圧が0.3 Vとダイオードの順方向電圧にマス

クされてしまうような低電圧動作が可能となっていま

す．

前回の実験では動作を見るため，基本的なDC－DC

コンバータ制御ICに多量の外付け部品で同期整流回

路を構成しました．最近の電源用ICは，外部に数点

の外付け部品を追加してICメーカの技術資料どおり

に組み立てれば，だれでも容易に電源の製作ができま

す．

ただし，最近の電源用ICはメーカも品種も多すぎ

て，最適な選択は専門家以外では不可能に近いと思わ

れます．また，ほとんどが裏面に放熱パッドの付いた
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写真16－1 LTC3561評価基板の外観（LTC3561EDD，リニアテ

クノロジー）



● 特性

メーカ発表のデータシートより，特性例を図16－2

に抜粋します．実際に動作させたときの波形を，写真

16－2，写真16－3に示します．

写真16－2は入力電圧3 V，出力電圧1.5 V，出力電

流1 Aのときの動作波形で，動作スイッチング周波数

は約1 MHzになっています．写真から内部Pチャネ

ル・パワーMOSFETがOFFからONに切り替わる直

前に，同期整流器（Nチャネル・パワーMOSFET）が

OFFし，これのボディ・ダイオードが導通している

のがわかりますが，波形からはダイオードの逆回復に

よる悪影響はほとんどないようです．

写真16－3は負荷以外は同じ条件で，負荷電流を

0 A⇔1 Aと500 Hzでスイッチングしたときの波形で

す．出力変動は＋40 mV，－60 mVとなっています．
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● TPS61200とは

TPS61200はテキサス・インスツルメンツ製の同期

整流昇圧型コンバータICで，メイン・スイッチとし

てNチャネル・パワーMOSFET（オン抵抗0.15Ω），

同期整流器としてNチャネル・パワーMOSFET（オ

0.3 Vから動作する同期整流昇圧型
コンバータTPS61200
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図16－1（2） LT3561の実験回路
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図16－2（1） LTC3561の効率・損失特性
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写真16－2 LTC3561

の動作波形（V 1 ：

1 V / d i v，V o u t ：

20 mV/div，250 ns/

div）

Vin＝ 3 V，Vout＝ 1.5 V，

Iout＝1 A
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写真16－3 LTC3561

で負荷が変化したと

きの動作波形（V1：

1 V / d i v，V o u t ：

50 mV/div，250μs/

div）

Vin＝ 3 V，Vout＝ 1.5 V，

Iout＝ 0 A⇔ 1 Aスイッ

チング


